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２０２０年３月１２日 日本鉄道労働組合連合会 

 ３月 11 日、ＪＲ連合の尾形泰二郎事務局長と中村鉄平交通政策部長は、ＪＲ北労組の

昆弘美中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）とともに、ＪＲ連合地方議員団所属の菅原和

忠道議会議員、笠木薫道議会議員をはじめとする道議会議員との意見交換を実施した。 

冒頭、挨拶に立った昆委員長は、

「ＪＲ連合においても国会議員を

共同座長として新たなプロジェク

トを発足させ、議論を進めている。

道議会での議論も承知している

が、ＪＲ北海道とともに、北海道地

域が発展していけるように取り組

んでいきたい」と決意を語った。尾

形局長からＪＲ連合の現時点での

考え方などを説明し、「ＪＲ北海道

においては若年層の離職者が拡大

している。働く者にとって、将来に

希望を持ち、安心して働き続けられる環境整備を進めていかなければならない。ＪＲ北

海道の経営にも地域交通の維持・活性化にも欠かせない鉄道の安全・安定輸送が、人手

不足を発端として成り立たなくなる状況すら起こりかねない」と問題意識を訴えた。そ

の後、参加した議員からは、これまでの道議会における議論経過に関する意見やＪＲ連

合に対する質問などが出され、互いの認識を深め合った。 

ＪＲ連合は、ＪＲ北海道、ＪＲ四国、ＪＲ貨物の経営自立を実現すべく、11 月に立ち

上げた「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ」において、これまで３回の会合を開催し、国

土交通省鉄道局やＪＲ各社へのヒアリングなどを展開してきた。とりわけ、ＪＲ北海道

の経営課題については、「単独維持困難線区」や「青函共用走行区間」、「並行在来線」と

いった各路線のあり方をはじめ、地域との建設的な議論に基づく、持続可能な人流・物

流ネットワークの構築なくして、課題解決を果たせないものと考えている。 

今年１年間はまさに正念場であり、菅原議員や笠木議員をはじめ、ＪＲ連合地方議員

団所属の道内の各議員らとも連携し、地域の関係者からの意見も踏まえながら、ＪＲ北

海道のあるべき将来像の明確化とその実現に、精力的に取り組んでいく。 


